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家蚕の栄養がその就眠性に及ぼす影響に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農林省蚕糸試験場技官農学博士竹内好武

　　　　この研究論文の著者竹内好武民（蚕23）は，現在前橋市の農林省蚕糸試験場技官として，育蚕に関する研究

　　　　に没頭されているが，蚕の飼料としての桑質判定に生物学的方法を創案し育蚕学会に大きい貢献をして来ら

　　　　れたが，昭和35年には岸賞を受賞され，昨昭和37年春には農学博士の学位をえられた。この研究は昆虫生理

　　　　学の面からも価値高く，興味ある問題であるとともに，応用面では育i蚕技術部門からも極めて高く評価され
　　　　多くの研究者，技術者に広く利用されでいるので弦に学位論文要旨を紹介する次第である。　　（山口記）

　i蚕の栄養と発育および健康度の関係を明らかにしようとす　　　齢の各齢蚕のそれとは同じ傾向を示す。また各種栄養条件の

る場合に，結繭化蠕までの死亡率や経過時聞その他をしらべ　　もとで発育してきた蚕のある齢において齢のはじめから一定

る方法では，飼育中に介入する種々の要素を除き得たとして　　　時間だけ同桑葉を摂食させた場合の就眠または営繭化輔能力

も，蚕自体が持つ強い回復力のために，与えた栄養条件に対　　　の程度は，それまでおかれた栄養条件の良否の程度に応じた

する蚕の反応を的確につかみにくい。よって幼虫の全期間に　　差異を示し・そ牙1は発育速度や体重から判断される蚕の発育

　　研究の内容は二つに分けて報　　　新入学生歓迎　レクリェーション　長野県体育館　　　による葉質判定法」すなわち大

告したがその概要はつぎの通りである。　　　　　　　　　　　まかに言って現行交雑種の蟻蚕に28°Cで約40時間内外食桑’・

　　第1編では栄養条件と蚕の就眠反応の関係を記述した。す　　　させてその就眠歩合をしらべ，その高低によって飼料価値の

　なわち蚕はその単一齢において極端に減食してもそれがある　　優劣を比較判定することに関係した諸要素の分析結果を記述

　限度（例えば1齢蚕では28°Cで1日1回2時間だけの食桑　　した。すなわち飼料価値に優劣ありとされている異なる飼料
　に制限する）内であれば，経過時間は非常に長くなるが，就　　を齢のはじめから一定時間だけ食下させた場合に供試蚕に何

　眠しうる能力があり・就眠した個体（上記の例で30％弱）を　　れの齢の起蚕を用いても，飼料価値の優れたものの就眠（ま

　その後普通に飼育すると概ね正常に発育する。単一齢におけ　　たは化踊）歩合は，劣る飼料のそれよりも明ちかに高く現わ

　る減食に対する蚕の就眠反応は減食方法によって異なる。齢　　れ，就眠歩合の高低には蚕の乾物消化量の多少が重要なもの

　のはじめから・そのおよそ半ばまでで食桑を止める方法り場　　　の一つとして関与している。この葉質判定法による飼料の優

　合には眠蚕体重は大変軽いヵ㍉就眠までの経過時間は正常の　　劣と実際の飼育成績との関係において，蚕の発育の遅速と繭

　場合とあまり差異がなく・その後の発育も概ね良好であるの　　重および繭層重の軽重がつよい関連性を示し，蚕の死亡率も

　に反し，減食方法を毎日の食桑時間で制限する場合には眠蚕　　　関連的傾向を示すことを明らかにし，この葉質判定法の意義

　体重は正常に近いが・就眠までの経過時間が極めて長く・そ　　　を裏づけた。ついで判定に供用する蟻蚕そのものの各種性状

　の後の発育において死亡率が高い。齢の半ば頃で食桑を止め　　　と就眠能力発現との関係を分析し，同一蚕品種そあっても越
ビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　た場合の就眠能力の発現は絶食中の光線の有無によって大差　　　年種，即時人工艀化種および冷蔵浸酸種の別，およびそれらの

　があり，1～4齢の各齢期では約2ルックス以下の暗は明よ　　催青温度の高低別，交雑種の母体別ならびに品種によっては

　りも就眠歩合が驚くほど高い。しかるに5齢期は明暗による　　性別によっても・一定時間だけ食桑させた場合の1齢蚕の就
　差異が不明瞭か，あるいは逆に明の方が暗より営繭化輔歩合　　眠能力発現に著しい差異のあることを明らかにし，この葉質

難懸竃欝灘i匡竃雛1灘i灘iil騰璽灘1
　せた場合の発育速度によって判断される葉質の優劣を拡大し　　て蚕桑の実場面や研究面に利用の道が多々あるものと考え

　て表現する。そして葉質に対する1齢蚕の就眠反応と2～5　　る。
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崎寿氏（蚕14）岡村源一・氏（糸臼にご贈与された。　　　　　　各所で先氾，陶僚，後張，のω1〕工を受けは、
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観辮の撒鮒いパ・・病がウ桃矧液，撫あること瓢1　蹴ヵ二職，とい恒パ謝φ蝋クト必牌：い1・、、、戎パ1、：胴
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この硝撚煮脳・1不1帥に楓・働ψt納酬1し，瀞醐｛こ対　眠ヨ間にため鳳C輪ぷに婿・という厚い戦塊川！協
し比較的透1蹴却繍を功汐ト線が透過してil｛∬日の借｛脆に均一　　i惚とってはそうだった。帰ザ国叱沌雑品1：．E．C。・・澗い

直挾吸収され・揃層の1ノ桝li陵均準に煮熟lll来るようにす叢，　　た。4月から姶めるPフじ¢）化｛’獅↓助］㍉萄，パ討1：う外国品招

ことに成功したものである。　　　　　　　　　　　　　　　　・介のためだ。
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　　　　　化学科の窓から、麟㌶念蕊．三蕊蕊；総1㌫；1
　　　　　　　　　　　　　　　大　屋　正　尚　　に我々がやるのだし，こち杣広い知識パCく・川臨噺

瀕だ ｱき・≒瑚剛川1蹴噺・ているだろう…働に酬され他疏のの。掛跳村。，亮）

れ端需の前鯉座・て・・と見つめて嚥・ザ張胤。，ほ何，凝∵≠”　　醐

騨巖㌶麺㌫；㌶㌶で駕激；急漂鷲1撒蕊
機搬して燗関係も・やはりそうだ・た・村・化さ　全く㈱や1．てい嚇い先ぽ鋤・・様’；こ1．∴

一がllRった。一人が立って行ってスヰッチを切換していた。

私力詐業した頃は肉体労働をしないの｝跳悪（非能繊礼）

の」数風が残っていた。座って見ている撃はもってのほか……

の時代だった。もう十数年になる。

噛の一角にシ。ウウヰンドウがあっ混

寮内の労務課の人に「ぷ・管理も大変ですね」と云ったら

「いや働く人に，自分はどんな物を作りそれがどんなに使わ

れるか知らせることにより伍掠こ張りを狩たせ，それによっ

て能力を大いに発揮し．てもらうのです。このような世の中に

なると特定の人がいくら力があってもだめですね。出来るだ

け多くの人，いや全員が全力を尽して……結局それが個人々

々のためになる最大の芋段でしょう」と。

或社では今迄の露骨の学歴差は改めて能力のある人はどん

繍・元ンラ・つ翻肺　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

どん伸す人］il管理方式を徹底してやるようにすると云ってい　　1　　　　　　　　　上贈rl擶入908㌃｛L話（上川）1914　，1・ @・　　　　　　　　　｝
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　　「蹴緋のさひしさ」について　と｝・はU・。刷いさ磁口元菰のるものか㍑＿1げ酬に跡を硫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3P〔の狼の彫刻かあり引／こか・それ拒ていると大2こ望よりは1活ぱ分～一が・をれ

伽この1撒・吻当う会”て胱へ眠とたんにんi品と肌引た。スても網ぼ撫い終llる・過・にと州
鮪しれた・あさ州半｝卍～・て川タ・ダー川・｜粉の｛綱ヨいん威イリ煽．加回IIパ、る齢パ帥幽
駅∧汀と」∫た。その前晩前孜祭て孜お　な1と1い川しマ，やっ口りこのカヵ世【にr↑　仏を入］1／」いと七礼ノ～いか。

そくれさわざれたのて｛類人タいも肋と思いれた。ヅ胡の人・川商んも献凪パ．脳脇砿い肌1端
かったのてす・概就がたくさんのゆ砕けく」ド（日っ／・のち咽醐っくパ棚1巴えでい棚いr’1り加～、かろ

柳翻・て氾したのて一一つくれ嬬て∫川噺i…ゴらそロー1↓，人りLよ’，。あ助内川IIに｝踊，じ随呂。拘

ったじた止バC一プ・く・囮ゴした・「’甑tた。帰りぴ　・の・匠一之淋・んが週らず一W、｝1醐伽・1。川・1．情りそ

叡か批か・たのて側コゥ…ソ以剛1瞳力・1てく栂Lた，誠プぐ・r蝋の間撤冷・1ラ、ク，帥、椰》｛帆
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た・剛てうf｛・・川・況1滅・力湖1・，・1いG｛州、1たのて，、馳も1・・］じけり）、批川・；　触恥川口｝、焼レ北
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枇」と云噛の㌔みぬピ・ぽいき已tた。鋤｛瓢1・）λ」といった処かが休ん一ζいろバ1赫1端ll膚な点

れた・鋤その網醐1触楓けていう・flt如品い・・’西3つともをf怜よ・に端らロー・醐。ている。
会の人だろうと肌’ました・醐・’輻脳・くって先にねした．胤肋赫いの疏一国酬か覗れぱ一）旦＿胆柄1

に勲え担た・途中「紬毫捌という題い蝋一イィかみし溺tた。こういが了1、しく～い，麟さ〃X剤し一頷蜻ノ

駅赫はLた・蹴何か川・　賜かとう川いつパ、こういうように矛腺嚇と｜．た隔・迎・加穴r、れてい祉が

きいたら哲摺が・「ここは1脳lilのあかに蹴ってそi注す。わるほど一・ヵ㌔・θ、試て跳の辿治ど油って

ったところてね」と説肌たのて侠（即礼マ僕もが1た．（z・KごD　いるのだ加、剖五頗1刷。鋤する
理財撫どと・思いました・やカミて胱　　　　　　　　　ために献胴、、L、か犯団蹴をと川1互の
へついて翫まて源て恥て，田1か　　上肺の初即象　　1・酬聴，まく利肌瑠。サ．ビ。
ら又バソクして洲の繊踊した・夜　　　　　村」．尚　しているの：・，紐、ては蜘，く刊品．
鬼怒罐泉へ行きれた鵡・咽妙　　　、、　れ。ま　，　・バー一・、ト瀦鰍いよ酬、
したら・肋アンちゃんがロ晒て「蜘i　”廻1に嶺も胸・し斜如”　　苫、のは鰍ぴじ行ぽ＿わト頒い
と映画」はいかがてすかとφ可刷言蹄繊一紬此のような緑繊し嘲ヒの；・1り蝋ないだろう．いらぬ心醜する

・て来竺た・ドイツ舗「どん鰍在R一小肺米沢搬に一1・田に来たのはつ蹴麟い力嬬が少ない，従。で晶物
かね」と質問していましたのて・僕ぱや　い此の間四月のことである・未だ日が浅　が高くなる式の恕循環はいただけない。

めておけばいいのにと思いました。宿へ　く県内と云わず市内でも殆ど見物してい　何力自山なはき連えていろのてはないか

帰ってから釜沢さんと一局碁を打ちまし　ないのて数々の名所を兄ずにn］象は語れ　と易廷いたくなろ脇百貨店が火曜なら＿般

た噛れて来たのて「釜沢さんもうねまかいカ㍉初臆も後て」一田馴れ凱てか商店伽刺轟1とかにす浦よいのに，そ

枇か」といいまLた・すると1さイツ語端み返恒ト卯と肌・さ1く気にな・う加劇，／］さん順にして机。くり

がトラヅをやろうといいれたのて急た・荊鋤伽製の上田市内上姻を寸に釈かもし泌い．勿刷醐川の田

に頑が出て糧した・瓢さんに↓瓢入れ後て人判の韻入れは］鋤却係協ががバ瑠ピ・紬の1相醜
いと思ったけど・僕がみんなにポーカークて一応不硬の無繊吐ユ螺Pヨを党筋・と云、の醐下騨rlの商店らしい現

を教えて，結局大体において僕が巻上げ　えた。1詞llのこだわらない性質が影響L　象で獅白いが。

ました。みんなと云っても“道徳教育”　てか干但辻も環境に直く馴λして今頃はコニ　家の裏にm道バfパスが描たわってい

だけはさすがに早くねてしまいました。　活に根を下すことが出忠るまてになっ　る。快走する東京行終夜トラノクの力強

翌耳燥照宮へ行詩した。一之迦さんがた。　　　　　　　　いζぱ醐聴眼野県の蹴を感じ1搬

苔竺㌶蕊㍑＝　：蒜禦≧耀＝きli；耀雛き；
たのて預蜥へ測＾ました・瓢筆加金川・米沢て瓢馴1．熾の松川叫した・蜘よ川肥ホ位の鮪て，そ」、も叶
銀かちりばめてありますがぽくつまらが・それらは工場の撒・や伽、の為に魚間がさ勧・てない。私も6年閲住んて居
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　てさあ10回位は乗ったか，試険的にでも　びに1絢；心理学を担当させて戴いておリ　ネスは兎・1、角」・して，これぱ，むか1，

2！頒ぎ峡らして見た蹄剖剤月手nます・　　　　　　ひた弼プ㌶づ，樋る⑭㌫∴
が璽描かもし些いのにと狸時も貼　鍬，蹴学1胃と力偲胸蹴剛1心，ピ・醐・隔と畑），、ほ、一剛　’雌

1瓢膿≧㌶6叢孟誌（、㌣㌶＝；㌶ll㌘齢漂；麟瓢罐
く迄酬瀧と糖る・　・　⑫りました・　　　．　じ劇・ま三1－。醐へ・・嗣・。ト噺」を
上田撚歴難橘耀・田の酬で～筋　翰はこの66の1醗翻の1繊に｛沙1糊，プ訊　ひ1嚇；商瞼寸砧寸，ロ
から興の璽蜘こ」・肺編りとしし醐猷していきたい拠・て籾ま一とげげ覗撒llい1鞭縮の

㌶腰量ぽ罐擶・；㌦蹴酬、てい。，思綱鶉㌫な腰1鷲鷲ξ

！撫i灘欝i灘灘欝ぽil羅灘｛《欝il
l，｜力鋤又肝鋤コン烈一・の・眠　　　　　　　　・、醐｝膿隔、り“学撤、・・，：㌫醐｝
舗跳期1で・嗣ヨ戸圃嫉妙酬で　「愛」へのたわごと　　　働りが一．カ・るぺ齢於1齢や石日解
脅馴の水轡いて組｛ハミ聯減ってい　　…糖・・恥さつに臆て＿　棚1月…：馴出・（、、剛ポ掘。！、か

蒜瓢；驚鷺r蹴　　 ひ規矩≧・蕊；　㍑1：｛，螺ぽ
て酬砿の一了蹴翻・ざ覗酬ナプ・ト．の［欝愛1」という綱耐，，伽・」品｛・日，、：。肥肋蹴、ぱ）
　られた↓ノな気がした。そこにけ微胤の　愛について，アリストパ【一ネスは，人間　｝4eにL、どりた：い』二切；二感1ぽ川ζ㍑：バ｝

感眺鵬なし咽コ脇る砿で・・加・・剛，泌し郡1、の馴搬か。肋だの・・，洲蝋加・た・ぽぱい班，》、
生きよ・と描鏑・　　　　，）㍉ジ。ピタづ識な諮した穴，めに・船・揃品！、ぽむ恒鞠脳1違
上懸牲紬代ろうとし「ている・継肱明I」姓じたの蹄。て，ワ、女は以い過ぷヒか，籾も翻の麟刷L、

撒瓢麟慧（1こ璽螺欝瓢≧ζ》、㌍灘て灘㌫よ1、＿，，燗
・糎ら梱・了醐50撒1㍉蹴知細，・の情力・愛煙説いてい法う・け．‘ ｢漁醐如㌫，るぴ捻こハ、貞二
魏瓢㍑囎＝ll㌶謬≧欝i慧芸膿；；，ぷ競・：叢∫鷲灘1・鯉
㌫㌶だ゜然酬｜二嚇違㌔蕊：蕊i蕊鷲質㌶；：磨；：，・蕊熊；慾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　というのゾごということで・寸つ。　そオし；いらi辰　　｜∵旬｝三し・苛うτCのて・づ一白

　　　　　新任挨拶　　生した端のヲ蹴・・1」から，継の嬬は　・願一一’臼・咽蝦、繊蝋納思

・・の心騨と馴継の踊ξ心暇なら吟跳・・沈・いでいう．アリストパー　焔1．く醐ぷいけ

　　　　　　　　　　信州大学繊維学部坦力教授宮　坂　II三治著

　　　　　　　　　地域経済の構造と計画
　　　　　　　　◇A5判〃　ス繊！1本◇　定・　価1，200円
　　　　　　　　　　　昭不ll38年6月5日発行　　　　　　284ページヨー折込衰（4ページ．大）8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　　　　容

　　　　㌍三。當㌶甦、　　謬〕地耀蹴鋼1，灘命

　　　　　　発行所菊都午鯛酬・［日駿河台2の10　　古　今＿｝　院
　　　　　　　申込先蹴の縮もしくは，1・田市常入500　　刷候学繊系僻部鯉研究室
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　　　支会だより　こ姦罐罐耀織覆誌で認儂≧耀；㍑三頬慧

ﾀ三⇒席讃保，糸12）関嘉四郎｛紬；ll撚璽1織，

　新緑に薫る6月1日（d二）午後3時か　樋口　忠義（蓑14）問1婿　秋雄（蚕15）　究および出版に関係されたかたたちおよ
ら戸倉撤泉商洞：脱（館において木会より　湯原　　諒r紡7）ア螂京　茂ηli（糸17）　び．k物学教室の出身者で，：東京から群馬

理享1山口定次郎先1三，小林尚…先生，北　荒木　慎蔵（糸18）’宮入「　保（蚕20）　からと∬、まってくださり，計14名となり

条箭正先生を迎え本盗1三度の総公が開かれ　塚田　典次（蚕25）1Hlb袈裟平（蒙28）　ました。湯気になごやんだ和気あいあい

新役戯の発炎・新ピ会長塚｜1映次氏（前　　西山1也区」原邦人　　　　　　　、です・

・坂巡同の搬醐1）綴と加た・　階粥也区“剛郷　　．　題名・恥C・m卿・d踊。fLe一
難8き瓢錺鎌ぽ蕊雛箒妾籍認魏醐鯛係弱1・聯雄　，　ぎ隠謬潔慧f「孤
移られたので，氏の送別2、も兼ねて行わ　　女乎会員山目久子　　　　　　　　　　　1ノヨ群1鱗翅日昆虫の複眼の外日i；形態。

れた。27名の特徴のある日己蓋ia介が特に　O代議日　塚田1∬t次　　　　　　　　　　　　　内部形態・偽‖蛍孔・各眠t荻眼の

興をそえたが，巳酬とたった頃山口先‘↓三　〇支会連絡li・務所　長野ll／繭検定所篠ノ　　　　　形態と系統閥係　後胚子発生・

の音頭で更」敵会の万才が三il・され，1又　チ校所（篠ノハ怖御幣川清咽勝郎　　　剛絶素の移動・複燗、髄と活

轍球頸典酋の禦で来編位の　「鱗姻融の複眼拙版祝醐　　‖φ性、覗懸竺らなる・
万才i三収，続いて再び宴会力続き一同和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仕様：B5判，英文9ポ，　PP320，
気あいあいの内に歓冷し，久方ぶりに有　　、現東京農大教授八木誠政先生および当　　　　　図286，全貰アート紙使用，　ク
澄義な時を過し，午後8時30分丙会翻1勺　学部小Ill長雄先｛1には，このたび昭和37　　　　ロス美装櫨，

し散会した。　　　　　　　』　　、　　年度文部省出犀助成磯の援助（44万円）　　生物蚕学閲係に従：事される研究者，先

尚本総会は高沖屋旅鮪｛主高沖裕光氏（等　をうけて，過去25年間の研究の集大成と：生，学一1，はぜひ一6される必要があゐと

蚕1）の御好意により盛大に聞催日来た　もいうべき，4The　Co㎜POund　Eye　of　思し、ます。　“’　　　　（滝沢達夫）

皆様の1ご相談相手

払十晶銀鎌

日本工業規格表示許可工場

日本石綿紡織株式会社

本社長野市三輪本郷
　　TE、L（2）6275（3）0093



（6）　ノ協，133　1（2魏謡腸譲｛D　　千　　　曲　　　会　　　報　　　　　　　 lr醤和38年6月1田

　　　本会配蹴　　竪校三う㌢　　蜘‖lll濱1原li：墾

　　　　理　　窮　　会　　開　催　　　　　05月10付黒樹茂隆助教授け・信州大　　玄｝1ト部　翫巨　1：ぱ『　一男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学教授（瓢灘学部繊甜｛イL｛学コニ学利）にタ1㌧

　　5月7日千曲会館において，丁肥li：会開　　任された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　躁蚕掃立初ま　る

藤恒久・プ駈剛・川上｛5ひの御］脚・織038ゴ磁叉継1内那浩乏凋こ　　　　新入学坐歓迎レクリ亡ション

学都当局を信狐おまかせして頚馴貼では　　6月より9∫1初めまて叩誰民IUへμ1班す　　　　」二田繊維科学振興会

オ：会は政浩的にけ動くときて九いことに　　ることに泌定1，た。’　　　　　　　　　　　　研究助成委員会閣催

鑛當㌶曇灘隠1難i　小縮一郎先酬都撚　、5・臣2川・欄詞・、、』・て，上

・ぽ・ @　　小螺㌶㌶麟1蕊働瓢灘；鰹麟；ll繊曇
竺耀≧嶽鷲糸蕊灘辮霞謙議㌶ll灘鎌鴎離繍竃
㌫鴎欝離煙；瓢；蒜；二紘麟6㍊≧；曜昆響｝1対麟す蘇とに瀧し♪二゜

年‘脚暁 @　　麟讐竃1㈱・窟戦に蹴・・と゜愁‡㌶製難㌫i鱗歪

　膿㌶IL°灘草麟瓢糠維。1鰯il識腱鋼すご
　君隈製糸株式会袖醐務の池田滋氏は学部翻岨組合執行翻会1こおい℃次　植物判嶋翼一剛こ台湾から烈徽
ジュネPブに開催の第7回工LO繊維委　のように蔀業分担が決定した。　　　　　　紺槌物の灘入
員会にILO労働者関係委員として出席　’　総務部　部長　一之瀬匡興　　　　　　　　後藤　春雄

すること1こなった・会議は5月6日より　　　　　部員内藤光男　　　　　○燐漉塩の構造

17日まで催ざれるαなお池田氏はドイツ　　　　桜井善雄　　　　林貞男　　　　　・
・を初めヨーロツパ繊維事憎を視察して帰　　厚生部　部長　矢彦沢清允　　　　　　○部分ケン化ポリピニールァルコールに

国する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　部員番山　展籏　　　’　　　関する研究

　　　欝艦鵬

い．・　　　罵灘診轍
、　　　　．

長野県小県郡塩田町

オルガン針株式会社
　　　　TEL塩田650

社　長　増　島　芳　美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　伊瓢男酷退職記舗金　　1
記；煕巖三腰i璽瓢‡雀鷹瓢
いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　・1

期慰限剛8年・脈　　　　　1
　応幕金額　　1口　300円　口数ご随澄：　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、、送り1先　信大繊維学部千il｜絵内　伊藤先生退職記念会

芸琴＝　伊藤武男先生退職記念会応蘇者

i：；隅㌶翻認㍑保念灘；川
　　500門　土屋膏久雄（蚕専）　　　　　　　　　　　　　1

…円小松計一（化・・酬・之（・謝）1
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一下∨甘｝…’r’～　…〉〕……－1＜…’……）＼’”　’’’”一㌔　・⊥ P　．諏訪支会

Lた・鍋徽の母校蹴れ酬意ぱ寸し衷心よ憾翻li　2・0001【ヨ○坂n殻（亘ξ21）
し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　兵庫支会

賛同の上格別のご支援ご協力賜わりますようお願い中し上，　　　1・0し0円　○塩入重雄（糸26）○［ll　憲郎（紡26）

げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　北九州支会

募金要項　　　　　　　　　　　bOOO円O江ll周卿…係26）
　蕩タi　金　　 1…｜　‡票　　額　　　　　　　5，800，000円　　　　　　　　 ～　　　　　　　　　　’」、　　　言十　　　　　　30名　　　　　．　93，5001q

未だ1‡1し込みを細・嚇・お・描して蹴獺・｝　2・°°°・1・・高⊇（糸13）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

継溺、紘蕊　・，…，…11］　　　累6パ1・395名3・178・4°°円

響、込㌦譲蒜38念；〕！；1柏蹴｛　火災復興資金申込後完鵬氏名

　　　千曲会員各位　　　　　　　　　 ｝　｜0・000円笠原茂人（糸18・、1二小）
1　搬火災f馴疏蹴9綴賊　　　i　5，000「・］㈱｛紘（細・励・），剛糊｝（蚕？2．微）

i・、1、1，紺、、一、、巣‥’∋3’°°r｝1：E‖i；脇蕊；蜥祠6’蹴

ピ．．∴＿璽亘＿清竺＿i2’°°°Pl辮舗㌶謬1‖罐i6：期
母猷災復顯金申込離名（○印完納）　　膿蕊；1：灘！謂，，嬬；：麟

福島支会　　　　　　　　　　　　・顯㍑篇㌘：劉；慕蒜（篭『隠1：｛1
　2・000円　○鈴木忠雄（茶32）○呈f下　功（紡22）○大泉　　　　　　　船Ill敏火（蚕20・t麟ID倉沢一ニニ三三（蚕17・1拓筑）

　　　　　夕i累、卵）°嶋正顧31）°欄忠富　　謙翼謙蕊ll3馨縢巽潔嶽
栃木支会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菊地六郎（誼27・安筑）享IJ野太郎（寮20⇒撒［）
　1，00011］　○柘｛lll｝Kイ℃二」㌫（三1縫5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イil6丹く　茂（糸方3・日↓〕；0オY蛋ヒ｜ll：言己（’学イヒ5・〕丘滞ξ）

千葉支会　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　清水測1y（学張4・鋤［ol卿轍一（学紡3・三丹）

う蕪曇羅；　　　　難竃il藷欝糠講

上解難灘讃魏壁竃僻　顯熱灘灘霧｛魏

北鶯ぎ麟）　　　難竃：翼）灘簾§
　15，000円　O湯塗文雄（糸17）　　力　　　　　　　　　　　　　　　　　　両角良介（学紡1・三蛍）石川光也（糸別4・山形）
　10，000円　○中品満展（紡20）　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　メL川真雄（鑛23・lll形）井上兵一郎（蚕12。山形）

亨：1鵠8當漂素薔1）　　　　　躍玉慧釜鵠辮木茂（蓑22・醐

為替のご用ほ

　　はやくてたしかな
　　　　富士をご利用下さい

　　　千曲会へのご送金は、当店宛の振替貯金
i　　　ロ座長野3523が一春ご便利です

　　　　　　上田市原町
皆様の㊧富士銀行上田支店

信州鹿教湯温泉

騰公亀鑓文珠荘

‘　　　　TEL（西内）35



⑧ノ肱133磯翻翻揚齢）千，曲会報、　昭欄8年6月日

会　翼、動　静　　舳王剛酬銅酬il撚謄株卿1蹴1剛三
長谷川浩三紡28香川 ｿ幣離罐篇賜（観翻1麟舗剖ミ苫1培群！灘綿i！1：1　睾11膓川）

中乱基雄紡29近畿：li肱（株）大阪木社（大阪市西　　近藤パ亨政学遜3飯高上ガく日」郡［：会糊1｛牒択｝洞丘
　　　　　　　　　区江戸堀1の53）　　　　　　　　　　　　　　　術員（じ二会村瀬脇）
橋詰厚夫学化5近畿同　ヒ　　　　　　　　　依1日恒雄く’曽糸3更殖1ばノ戊hぐ1㍑㌧：舷（撚ノ井了け）
酒匂景雄蚕22鹿児1111」鹿児、ll｜【“～ニィll人こじ業高校（鹿　　半［ll・；”1｛1蚕22上小．1こllU厄「醐；「：拭（1：｜｝h｝1）

　　　　　　　　　り己島∬1［姶良川；隼人町）　　　　横lu忠」ミ蚕22上小小卿hli蘭宮学校（ノ］・卿ll；束
ヰ塚望生学蚕8班京信越化’享：rl・i央研究所　　　　　　　　　　　　　　　部町川1－P）
　　　　　　　　　煎膓；1：都ノ｜1］区入新ジ｜：3の60、　市川ヲ5郎胆3上小小U潮儲1；1『1等学校（小1糊lil班
志日敦美蚕37埼三1三イ∫限会社赤1〕製作所　　　　　　　　　　　　　　部町川｜｜り
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